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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多機能モジュール２をケース体１の内部に収納したモジュール化発光装置であって、
　前記多機能モジュール２は、
　収容スペース２５を有するモジュール台座２１と、
　前記モジュール台座２１下方に連結されているとともに、複数の発光部材２６が配設さ
れた照明ボード２７と、を有し、
　　前記モジュール台座２１は、外側リング部と、前記外側リングの内側に設けられた収
容スペース２５と、を有し、
　　前記モジュール台座２１の前記収容スペース２５の外周が側壁で囲まれていて、前記
側壁の内側に中間壁で区切られた隣接し合う第１区画と第２区画とが設けられ、
　前記第１区画は前記外側リング部のほぼ中央領域にあり、前記第２区画は前記第１区画
に隣接して当該モジュール台座２１の辺縁寄りにあり、
　前記第１区画には撮影レンズ２３を収容し、かつ、前記第２区画にはセンサー２４を収
容し、これにより、前記中間壁で区切られた状態で前記撮影レンズ２３と前記センサー２
４とが保持され、
　　前記センサー２４は、前記撮影レンズ２３及び発光部品２６の起動を制御するもので
あり、
　　前記外側リング部と前記収容スペース２５の前記側壁とを渡設するように複数本のフ
レームが設けられていて、前記フレームには前記照明ボード２７と前記モジュール台座２
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１とを連結するための固定穴が設けられており、
　前記照明ボード２７は、前記モジュール台座２１の前記収容スペース２５と対応するよ
うに中央がくり抜かれるように形成されたくりぬき穴を有し、
　前記照明ボードには、この中央のくりぬき穴を避けて複数の発光部材２６が配設されて
おり、
　前記収容スペース２５を囲む前記側壁の上端に基板２２が取り付けられ、前記基板２２
は前記撮影レンズ２３と前記センサー２４とを保持するとともに露出によるダメージから
保護するものであり、
　　前記基板２２のほぼ中央には前記撮影レンズ２３が部分的に外部に露出できるように
する開口が設けられている
　ことを特徴とするモジュール化発光装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、モジュール化発光装置に関し、特に、多機能モジュールが異なる照明器具のケ
ース体内部に取付けられるとともに、使用者が選択的にセンサー或は撮影レンズを取付け
ることが可能であり、これにより、交換が簡単で複数の使用機能を兼ね備えることが出来
る、モジュール化発光装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
発光ダイオード（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｉｎｇ　Ｄｏｉｄｅ、ＬＥＤ）の技術的進歩に伴
って、使用者数も相対的に増加している。製造メーカーは、節電・照明関連技術の研究を
続けているが、これに加えて、市販される商品においても徐々に多機能化の動向が見られ
る（例えば、センサー式・撮影監視制御・遠隔操作…等の機能）。しかし、各機能を売り
にする商品は、通常、封鎖構造であり、複数の機能が必要になる時には、目的に応じて異
なる商品を購入しなければならない。
【０００３】
また、多機能ＬＥＤ商品の内部構造について図１０を参照する。前記商品は、センサー起
動のＬＥＤ９３を有する照明装置９であり、その内部には複数個のＬＥＤ９３・センサー
部品９４…等の多種の部品が電子回路基板９２上に組合されて設けられ、更にケース体９
１によってパッケージングされることで、各部品が保護される。また、センサー部品９４
が起動信号を感知することで複数個のＬＥＤ９３が照明作用を生じて、連続使用時間を減
少させることで、エネルギーを節減する。もし録画機能を有する商品が必要な場合には、
他の商品を新たに購入した上で交換する必要があり、使用者は、元々の商品を取外してか
らでなければ交換して使用することが出来ず、更には作業時間と費用がかかるという問題
も生じる。
【０００４】
このように、多種の機能を必要とする使用者にとっては、色々と面倒な点がある。上述を
前提として、多種の機能を実現し、且つ使用上の便利性を向上させることで、より多くの
使用者の様々な機能に対する需要を満たすことが可能な、新しい発光装置の開発が切に求
められている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明は、多機能モジュールを通して、使用者が必要とするセンサー或は撮影レンズを選
択するとともに、多機能モジュール内に合わせて基板が取付けられ、且つ照明器具のケー
ス体内部に固定されることで、使用機能選択が可能なモジュール化を実現する、モジュー
ル化発光装置を提供することを目的とする。
【０００６】
また本発明は、もし使用者が求める照明器具が、一般的な発光ダイオード電球・シーリン
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グライト・埋込照明・天井照明・蛍光管・壁付灯…等である場合であっても、本発明にお
ける多機能モジュールを直接各前記照明器具内部に取付けて使用することが可能な、モジ
ュール化発光装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明が提供するモジュール化発光装置は、ケース体と、多機能モジュールとからなる。
【０００８】
ケース体の内部には、多機能モジュールと、一個以上の発光部品を有する照明ボードとが
設けられる。
【０００９】
多機能モジュールは、収容スペースを有するモジュール台座と、前記モジュール台座下方
に連結された照明ボードとからなる。前記収容スペース内には、センサー及び撮影レンズ
が設けられるとともに、センサーを通して撮影レンズ及び発光部品が起動する。
【００１０】
前記モジュール化発光装置において、前記収容スペースには単一のセンサーが設けられる
とともに、センサーを通して発光部品が起動することが望ましい。
【００１１】
前記モジュール化発光装置において、前記センサーは前記撮影レンズの一側に設けられる
ことが望ましい。
【００１２】
前記モジュール化発光装置において、前記収容スペースは更に、収容スペース上端に設け
られた基板を有し、前記基板は前記撮影レンズ或はセンサーを固定するために用いられ、
これにより前記撮影レンズ或はセンサーが露出して破損するのを防止することが望ましい
。
【００１３】
更に、各照明器具のケース体内部での使用に適するように、前記モジュール化発光装置に
おいて、前記多機能モジュールは前記ケース体内部に設けられることが望ましい。
【発明の効果】
【００１４】
従来技術と比較して、本発明は以下の有益な効果及び作用を備える。即ち、本発明のモジ
ュール化発光装置は、多機能モジュールを通して使用者が必要な機能を選択した上で、異
なる機能の部品に交換することが可能であるとともに、異なる照明器具の内部に固定され
ることにより、使用者が余計な費用をかけて類似商品を購入せずに済み、必要な機能を購
入すれば良くなる。以上により、各種の発光装置にモジュール化構造を利用することで、
異なる機能への応用という目的を果たすことが出来る。また、上述の目的・特徴を達成す
るために本発明が採用する技術手段及び効果について、より深く詳述するために、以下に
おいて実施例及び図面を参照しつつ説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の斜視図である。
【図２】本発明の分解図である。
【図３】本発明の多機能モジュールの概略図である。
【図４】本発明の撮影レンズ、及びセンサーの取付けを示した部分断面拡大図である。
【図５】本発明の実施例２の断面図である。
【図６】本発明の実施例３の断面図である。
【図７】本発明の実施例４の断面図である。
【図８】本発明の実施例５の部分断面拡大図である。
【図９】本発明の実施例６の断面図である。
【図１０】従来技術の斜視図である。
【発明を実施するための形態】



(4) JP 6282359 B2 2018.2.21

10

20

30

40

50

【００１６】
（実施例１）
図１から図３を参照する。本発明のモジュール化発光装置は主に、ケース体１と、多機能
モジュール２とからなる。ケース体１は、上ケース体１１と下ケース体１２とが対応して
組合されてなるとともに、電球・埋込照明３１・シーリングライト３２・天井照明３４・
蛍光管３３…等の各種照明器具であることが可能であり、且つ本発明の実施例１では、発
光ダイオード電球であり、更に電源入力端１５を有するとともにピン接合台座１４１が合
わされて下ケース体１２内にピン接合される。これにより、センサー感知範囲或は撮影角
度を微調整することが出来る。また、ピン接合台座１４１は、下ケース体１２内部の関連
部品を支持する役割を担う。多機能モジュール２は、収容スペース２５を有するモジュー
ル台座２１に、両側にネジ穴２８を有する基板２２が合わされてなるとともに、収容スペ
ース２５と互いに対応するネジ穴がネジ固定されて収容スペース２５上端が封鎖されるこ
とで、内部部品の保護という目的が達成される。
【００１７】
本発明の内部元件には主に、撮影レンズ２３、及びセンサー（Ｓｅｎｓｏｒ）２４が用い
られる。撮影レンズ２３の外縁には、更にゴム製の環状リングが嵌設されるとともに、基
板２２の穿孔を通して撮影レンズ２３が貫設されることにより、撮影レンズ２３が収容ス
ペース２５内部に固定される。また撮影レンズ２３の一側には、センサー２４が同様に収
容スペース２５内部に設けられ、基板２２を通して、部品の使用環境への露出による破損
が防止される。更にまた、撮影レンズ２３とセンサー２４は、収容スペース２５下端にお
いて電子回路基板と電気的に接続されることにより、収容スペース２５内の部品が作動す
る。収容スペース２５の形状は、異なる取付部品に対応させて変えることが出来る。また
前記電子回路基板は、一般的なプリント基板（ＰＣＢ）・金属プリント基板・フレキシブ
ルプリント基板・セラミックプリント基板・これらの類似物の中のいずれか一つであると
ともに、前記電子回路基板には、例えばシステムオンチップ（Ｓｙｓｔｅｍ　ｏｎ　ｃｈ
ｉｐ、ＳＯＣ）が設けられて、多機能モジュール２が多種の関連部品と対応して使用され
るようにするか、また或は、単一機能の構造をなすことが可能である。例えば本発明にお
いて、センサー・撮影機能が選択的に複合されるか或は単一で使用される。もしＳＯＣに
よる構造の場合、単一の多機能モジュール２をそれぞれ異なる機能と対応させることが可
能である。また或は、コスト低減のために、それぞれ対応する機能によって多機能モジュ
ール２を制限して、必要な各機能毎に合わせて多機能モジュール２を対応させることも可
能である。よって多機能モジュール２は、単一或は多種複合のみという連結条件に限られ
ない。加えて、電気的接続の方法は、ピンとピン台座の組合せ、或は回路…等の方法が可
能であり、一つに制限されない。更に、使用者が必要な機能を選択してセンサー２４或は
撮影レンズ２３の取外しと交換を行うことが可能であるため、手軽で簡単に機能交換を行
うという目的が達成される。
【００１８】
前述した多機能モジュール２は、下ケース体１２内部に設けられる。また上ケース体１１
外縁には、環状体１３が下向きに組合されて嵌設されることで、上ケース体１１と下ケー
ス体１２の固定が強化される。更に上ケース体１１中央には、穿孔３が設けられて、撮影
レンズ２３と対応して用いられる。これにより、環状リングによって撮影レンズ２３が更
に緊密に穿孔３内に設けられ、且つ撮影レンズ２３と穿孔３の位置が水平を呈するように
なる。
【００１９】
図４を参照する。モジュール台座２１下側には係止凸部が設けられて、下ケース体１２に
おける互いに対応する位置と嵌合され、且つモジュール台座２１の周縁には複数個の切欠
口が設けられて、適切な角度で回転して互いに対応する位置に調整されることで、モジュ
ール台座２１が下ケース体１２と互いに嵌合される。またモジュール台座２１内側には、
更に複数個のフレームが周縁に向かって延伸して設けられ、前記複数個のフレームには複
数個の固定穴２２１が設けられる。複数個の固定穴２２１は下ケース体１２内の固定穴１
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２１と互いに対応して合わされるとともに、両者の間には更にＬＥＤを有する照明ボード
２７が設けられる。また照明ボード２７は、中央がくり貫き状をなしてモジュール台座２
１における収容スペース２５と対応するように設けられるとともに、照明ボード２７は複
数個の固定穴２２１を有しており、これによりモジュール台座２１の固定穴２１１及び下
ケース体１２の固定穴１２１と螺合方法を用いて固定・連結される。
更に、照明ボード２７には少なくとも一個以上の発光部品２６が設けられる。本発明にお
ける発光部品２６は発光ダイオードである。また上ケース体１１は、周縁内部の下方にお
ける凹状部分がモジュール台座２１と連結されるとともに、更に環状体１３内部の逆Ｌ字
型部分と合わされて、外部から下方圧力が加えられることで上ケース体１１と下ケース体
１２がしっかりと嵌合され、これによりケース体１内部の多機能モジュール２の位置がよ
り強固に固定される。
【００２０】
（実施例２）（実施例３）（実施例４）（実施例５）（実施例６）
図５から図９までを参照する。図は、それぞれ本発明の実施例２・３・４・５・６を示し
ており、各図におけるケース体１は、埋込照明３１・シーリングライト３２・天井照明３
４・蛍光管３３・壁付灯３７である。各ケース体１は、いずれもＬＥＤの電子回路基板３
６を有するとともに、更にモジュール台座２１における複数個の固定穴２１１を利用して
、各ケース体１内部或はその他の対応する螺合位置と螺合される。より詳しくは以下の通
りである。埋込照明３１に設けられた時、多機能モジュール２は下ケース体１２部分の電
子回路基板３６上に設けられる。尚、電子回路基板３６は、枢軸構造によって、多機能モ
ジュール２が軸回転方式で順方向・逆方向の微調整を行って、多機能モジュール２が使用
範囲の調整機能を備えるように設けられることも可能であり、且つ軸回転構造を有さない
電子回路基板３６上に固定されることも可能である。また、シーリングライト３２に設け
られた時には、ケース体１内の電子回路基板３６部分に設けられる。天井照明３４に設け
られた場合でも、ケース体１内の電子回路基板３６部分に設けられる。また、蛍光管３３
に設けられた時には、封鎖されたスペース内に設けられるとともに、蛍光管３３上の電子
回路基板３６と電気的に接続される。壁付灯３７に設けられた場合でも、多機能モジュー
ル２はケース体１内の電子回路基板３６部分に設けられる。上述した多機能モジュール２
は、主に元々の構造における複数個の固定穴２１１を利用して異なる照明器具内に固設さ
れるとともに、元々のセンサー２４及び撮影レンズ２３も同様に使用者が必要な機能を選
択して使用することが可能である。よって、多機能モジュール２は、モジュール化を通し
て様々な照明器具における取外しと交換が可能になり、且つ各照明器具に設けられた発光
部品２６は、多機能モジュール２との電気的接続を通して起動・閉止の設定を行うことが
可能になる。更にまた、上述の実施例における埋込照明３１は軸回転可能な構造であり、
簡単な変更で各種照明器具に使用可能であるとともに、使用範囲の調整機能を有する。よ
って、ここで実施例として示した構造の埋込照明３１に制限されない。上述した各実施例
と図から分かるように、本発明における多機能モジュール２は、様々な照明器具に取付け
られた時、いずれも照明器具のケース体１内に設けられており、取付方法はケース体内部
に限られる。また、この制限条件によって多機能モジュール２は、より多くの照明器具の
ケース体１内に取付けられることが可能になり、上述した各実施例の照明器具によって制
限されることはない。前述の取付方法を通して実用性をより広範化することにより、モジ
ュール化による使用機能交換という目的が達成される。
【符号の説明】
【００２１】
（従来技術）
９　　照明装置
９１　　ケース体
９２　　電子回路基板
９３　　ＬＥＤ
９４　　センサー部品
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１　　ケース体
１１　　上ケース体
１２　　下ケース体
１２１・２１１・２２１　　固定穴
１３　　環状体
１４　　ピン接合部品
１４１　　ピン接合台座
１５　　電源入力端
２　　多機能モジュール
２１　　モジュール台座
２２　　基板
２３　　撮影レンズ
２４　　センサー
２５　　収容スペース
２６　　発光部品
２７　　照明ボード
２８　　ネジ穴
３　　穿孔
３１　　埋込照明
３２　　シーリングライト
３３　　蛍光管
３４　　天井照明
３５　　壁
３６　　電子回路基板
３７　　壁付灯
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